
いざ沖縄へ！入間定期便Ｃ－１３０で体験搭乗
間
基
地
か
ら
那
覇
基
地
へ
の
往
復

と
な
っ
て
お
り
、
入
隊
予
定
者
で

紹
介
し
た
。
神
山
士
長
は
、
空
曹

以
前
よ
り
さ
ら
に
頼
も
し
い
隊
員

体
験
搭
乗
を
支
援
し
た
。

士
長
に
偶
然
再
会
し
、
参
加
者
に

あ
る
柿
沼
さ
ん
に
入
隊
時
の
持
ち

働
き
た
い
！
」
と
感
激
し
て
い
た
。

着
し
た
那
覇
基
地
の
那
覇
空
港
で

発
し
、
島
々
を
眺
め
る
景
色
に
参

域
事
務
所
（
所
長　

高
井
１
陸

入
間
に
到
着
後
、
以
前
栃
木
地

定
期
便
を
利
用
し
た
Ｃ
ー
１
３
０

本
で
臨
時
勤
務
を
し
て
い
た
神
山

試
験
に
合
格
し
た
こ
と
も
あ
り
、

物
や
事
前
準
備
な
ど
細
か
く
教
え

を
交
換
す
る
な
ど
、
入
隊
者
の
不

て
く
れ
た
。
柿
沼
さ
ん
と
連
絡
先

安
を
や
わ
ら
げ
、
先
導
す
る
姿
に

ん
は
「
神
山
士
長
の
よ
う
な
頼
も

ヤクルト健康まつり広報展

今
回
も
中
央
即
応
連
隊
（
宇
都
宮
）
の
支

に
制
服
を
着
て
展
示
車
両
の
前
で
隊
員
と
記

た
ち
も
笑
顔
で
楽
し
そ
う
で
あ
っ
た
。

日(

日)

、
足
利
市
両
毛
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株

た
。

絵
、
制
服
試
着
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
た
。
特

援
を
受
け
、
輸
送
防
護
車
、
軽
装
甲
機
動
車

康
ま
つ
り
」
に
お
い
て
、
広
報
展
を
実
施
し

者
が
あ
り
多
く
の
家
族
連
れ
が
訪
れ
、
ぬ
り

念
撮
影
を
す
る
家
族
が
多
く
、
小
さ
な
子
供

の
展
示
を
実
施
し
た
。
足
利
で
は
初
と
な
る

問
を
す
る
方
が
集
ま
り
、
多
く
の
来
場
者
と

輸
送
防
護
車
に
は
カ
メ
ラ
を
構
え
る
方
や
質

こ
と
が
で
き
た
。

地
域
住
民
と
の
信
頼
関
係
を
よ
り
深
め
て
い

自衛隊栃木地方協力本部

栃
木
地
方
協
力
本
部
大
田
原
地

自
衛
隊
栃
木
地
方
協
力
本
部
足
利
地
域
事

～真夏の足利で暑さに負けぬ広報を！～

入隊予定者の柿沼さんと神山士長 先輩の参考になるお話 沖縄の地で記念撮影

広報展の様子 自衛隊の説明の様子 展示車両の説明をする所長

を
購
入
す
る
な
ど
満
喫
で
き
た
様

加
者
は
感
動
の
声
を
あ
げ
た
。
到

お
み
や
げ
の
サ
ー
タ
ア
ン
ダ
ギ
ー

無
事
搭
乗
手
続
き
を
済
ま
せ
出

大
田
原
地
域
事
務
所
は
、「
今

げ
て
い
き
た
い
」
と
し
て
い
る
。

と
て
も
嬉
し
く
感
じ
た
。
柿
沼
さ

し
い
隊
員
が
い
る
入
間
で
一
緒
に

は
、
滞
在
時
間
こ
そ
短
か
っ
た
が

イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
し
自
衛
隊
へ
の

の
交
流
や
地
元
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
生
中
継

負
け
ぬ
熱
い
広
報
で
自
衛
隊
を
Ｐ
Ｒ
し
、
自

く
」
と
し
て
い
る
。

尉
）
は
、
８
月
21
日
（
水
）、
入

子
で
あ
っ
た
。

後
も
、
募
集
対
象
者
等
へ
様
々
な

興
味
を
深
め
、
志
願
者
獲
得
に
繋

務
所(

所
長　

櫻
井
１
陸
尉)

は
８
月
25

足
利
地
域
事
務
所
は
「
今
後
も
、
暑
さ
に

衛
隊
の
精
強
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
と
と
も
に

な
ど
を
通
じ
、
自
衛
隊
の
魅
力
を
発
信
す
る

式
会
社
で
行
わ
れ
た
「
第

回
ヤ
ク
ル
ト
健
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イ
ベ
ン
ト
に
は
約
３
，０
０
０
名
の
来
場


